
射水市監査委員告示第 １４ 号 

 
定例監査結果の公表について 

 
 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第４項の規定に基づき、射

水市監査基準（令和２年射水市監査委員告示第６号）に準拠して令和３年１１月

に実施した財務管理部・会計管理者・消防の定例監査の結果を同条第９項の規定

により別紙のとおり公表する。 

 
 
  令和３年１１月２２日 

 
 
                射水市監査委員 村 上 欽 哉 

 
 
 
                射水市監査委員 折 橋 清 弘 

 
 
 
                 射水市監査委員 高 橋 久 和 
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定例監査結果報告 

 
第１ 監査の概要 

 
 １ 監査の対象及び選定理由 

（１）監査の対象 

    （財務管理部）資産経営課、検査監 

    （会計管理者）会計課 

    （消防）   消防本部総務課、消防本部防災課、射水消防署、新湊消防署 

 
（２）選定理由 

    資産経営課、検査監、会計課及び消防本部総務課・防災課、射水消防署、新湊消

防署の財務に関する事務、経営に係る事業の管理については、監査の実施頻度、金

額的・質的重要性などから、次のとおり当年度の監査委員監査の対象とする。 

 

監査の方法 対象部局 
前回の監査 

期間 監査の方法（範囲） 

監査委員監査 

検査監 
令和 2 年 10 月 23 日

~11 月 10 日 

書類監査 
(令和元年度・令和2年度) 

消防本部総務課 

令和 3 年 2 月 1 日~ 
2 月 15 日 

消防本部防災課 

射水消防署 

新湊消防署 

書面監査 
資産経営課 

令和 2 年 10 月 23 日

~11 月 10 日 
監査委員監査 
(令和元年度・令和2年度) 

会計課 
令和 2 年 7 月 13 日~ 
8 月 5 日 

書類監査 
(令和元年度) 

 
 ２ 監査の目的と範囲 

    重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況等を監査し、その有効性を評

価するとともに、令和２年度に執行した当該事務が関係法令及び規程等に準拠し、適

正で効率的かつ効果的に行われているかを、証ひょう書類等の突合、質問、関係書類

の閲覧などの監査手続を通じて検証することを目的とする。 

  
３ 重要リスク及び監査の着眼点 

   監査の実施に当たり、重要リスク及び監査の着眼点を次のとおり設定した。 

重要リスク 監査の着眼点 
（１） 必要性の乏しい補助金

や助成金が交付されるリ

スク 

ア 使用は、交付要綱の交付目的及び交付対象を逸

脱していないか。 
イ 補助金の交付条件は適切に付され、条件どおり

交付、履行されているか。 
ウ 実績報告に基づく精算は適切か。 
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エ 補助の効果は確認されているか。また、補助効

果の点から整理すべきものはないか。 
（２） 適正な契約手続が行わ

れないリスク 
 
 

ア 随意契約による場合、その理由は適正か。 
イ 随意契約による場合は原則として２人以上の者

から見積書を徴しているか。また、例外的に１人

の者から見積書を徴する時は、その理由は適正か。 
ウ 予定価格、調査基準価格及び最低制限価格の算

定、秘密保持の方法は適正に行われているか。ま

た、工事については設計書金額の一部を正当な理

由なく控除するいわゆる歩切りを行っているもの

はないか。 
エ 権限を超えた契約及び恣意に分割している契約

はないか。 
オ 契約書、見積書等関係書類及び恣意に分割して

いる契約はないか。 

カ 契約書、見積書等関係書類及び帳簿は確実かつ

的確に整備されているか。 
（３）支出事務が適正に行われ

ないリスク 
ア 違法、不当な支出又は不経済な支出はないか。 
イ 需用費、備品購入費の支出において、検査検収

は確実に行われ、かつ、物品購入、修繕等の事実

のないものはないか。 
ウ 委託料の支出において、委託の相手方及び選定

方法は適切か。 
エ 委託内容の履行確認は適正に行われているか。

また、履行期限は守られているか。 
 
 ４ 監査の実施内容 

   資産経営課、検査監、会計課及び消防本部総務課・防災課、射水消防署、新湊消防

署の財務に関する事務、経営に係る事業の管理について、主な着眼点ごとに、内部統

制の整備状況及び運用状況について、証ひょう書類等の突合、質問、関係書類の閲覧

などの方法により監査を実施した。 

    
 ５ 監査の期間 

   令和３年１１月２日から同年１１月１７日まで 

 
 第２ 事業の概要 

  
 １ 事務又は事業の概要 

  （１）資産経営課 
      資産経営課は、公共施設のマネジメントの推進、市有財産の維持管理、入札及

び工事等の検査に係る事務を行っており、主として次のような事務が行われてい

る。 
    ① 公共施設のマネジメントの推進に関すること 

② 市有財産の維持、管理及び処分に関すること 
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    ③ 公共用地の取得、処分及び登記事務の手続に関すること 
    ④ 入札及び契約に関すること 
     

（２）検査監 
     検査監は、工事等の検査に係る事務を行っており、主として次のような事務が

行われている。 
① 工事等の検査に関すること。 

    ② 工事等の設計積算、技術指導に関すること。 
 

（３）会計課 

     会計課は、一般会計及び特別会計（企業会計を除く。）に係る出納及び決算に関

する事務を行っており、主として次のような事務が行われている。 

① 公金管理・運用に関する事務 

② 市税及び手数料の窓口収納に関する事務 

③ 収入・支出に係る伝票審査に関する事務 

④ 現金、有価証券及び物品（使用中のものを除く。）の出納保管に関すること。 
 

（４）消防本部総務課 
     消防本部総務課は、消防本部の総務及び人事に関する事務を行っており、主と

して次のような事務が行われている。 
    ① 条例、規則、規程等の制定改廃に関すること。 
    ② 予算、決算及び経理に関すること。 
    ③ 消防団に関すること。 
    ④ 職員及び団員の人事、福利厚生等に関すること。 
 
  （５）消防本部防災課 
     消防本部防災課は、災害の警戒及び防ぎょに関する事務を行っており、主とし

て次のような事務が行われている。 
    ① 救急・救助業務に関すること。 
    ② 緊急消防援助隊に関すること。 
    ③ 火災・救急・救助出動の指令管制に関すること。 
    ④ 消防相互応援協定に関すること。 
 
  （６）射水消防署 
     射水消防署は、火災、救急・救助活動、火災の原因と損害調査等の教務を行っ

ており、主として次のような業務が行われている。 
    ① 救急技術の指導及び訓練に関すること。 
    ② 危険物施設の立入検査及び指導に関すること。 
    ③ 住宅防火対策に関すること。 
 
  （７）新湊消防署 
     新湊消防署は、火災、救急・救助活動、火災の原因と損害調査等の教務を行っ

ており、主として次のような業務が行われている。 
① 救急技術の指導及び訓練に関すること。 

② 危険物施設の立入検査及び指導に関すること。 

③ 住宅防火対策に関すること。 
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２ 監査対象課の職員数の直近数年間の推移 

                               （単位：名） 

 令和２年度 令和元年度 平成 30 年度 

資産経営課 １３ １１ １２ 

検査監 ２ ２ ２ 

会計課 ５ ５ ５ 

消防本部総務課 １０ １２ １２ 

消防本部防災課 １６ １２ １２ 

射水消防署 ４３ ４５ ４５ 

新湊消防署 ４４ ４５ ４５ 

  ※消防本部総務課付職員 ３名含 

 

３ 予算・決算の状況 

（１）資産経営課  

   歳入                              （千円） 

区 分 
令和２年度 令和元年度 平成 30 年度 

決算額 決算額 決算額 

14-1-1 総務費使用料 1,931 1,891 1,849 

17-1-1 財産貸付収入 7,003 7,848 6,601 

17-2-1 不動産売払収入 2,367 59,664 55,637 

17-2-2 物品売払収入 0 1 5 

21-5-2 雑入 31,970 30,234 15,649 

合 計 43,271 99,638 79,742 

 
   歳出                 

区 分 
令和２年度 令和元年度 平成 30 年度 

決算額 決算額 決算額 

2-1-6 財産管理費 241,175 224,012 668,346 

6-2-2 緑化推進費 528 ― ― 

合 計 241,703 224,012 668,346 

 
（２）検査監  

   歳出                 

区 分 
令和２年度 令和元年度 平成 30 年度 

決算額 決算額 決算額 

2-1-5 会計管理費 9,203 8,838 8,537 

合 計 9,203 8,838 8,537 
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（３）会計課   

  歳入                               （千円） 

区 分 
令和２年度 令和元年度 平成 30 年度 

決算額 決算額 決算額 

20-2-1 預金利子 73 608 1,746 

20-5-2 雑入 120 155 120 

合 計 193 764 1,866 

 
  歳出                 

区 分 
令和２年度 令和元年度 平成 30 年度 

決算額 決算額 決算額 

2-1-5 会計管理費 11,944 13,774 13,293 

合 計 11,944 13,774 13,293 

 
（４）消防本部総務課 

歳入 

区 分 
令和２年度 令和元年度 平成 30 年度 

決算額 決算額 決算額 

14-1-7 消防費使用料 224 222 227 

14-2-4 消防費手数料 3,251 3,465 6,652 

15-2-7 消防費国庫補助金 ― ― 13,618 

16-2-7 消防費県補助金 4,073 4,646 8,071 

17-2-2 物品売払収入 242 429 734 

21-5-2 雑入 19,442 19,302 20,047 

22-1-6 消防債 95,700 80,200 108,200 

22-1-8 合併特例事業債 134,000 68,400 148,900 

合 計 256,933 176,664 306,450 

 
  歳出  

区 分 
令和２年度 令和元年度 平成 30 年度 

決算額 決算額 決算額 

9-1-1 常備消防費 70,054 71,847 69,198 

9-1-2 非常備消防費 79,039 105,908 100,984 

9-1-3 消防施設費 267,586 184,665 310,570 

合 計 416,680 362,420 480,752 

 

  



6 
 

 
第３ 監査の結果 

 事務事業は概ね適正に行われていたものと認めるが、次の事項について措置又は検

討されたい。なお、その他簡易な注意事項については記述を省略した。 

 
〇意 見 

（１）工事現場での安全確保や業者の技術力に差が出ないよう受注者を指導・育成する

とともに、検査員及び兼務検査員の技術の向上・維持のため、実務研修等の機会を

確保し、検査員及び兼務検査員の資質の向上に努められたい。 

（検査監） 

 
（１）火災や自然災害のみならず、新型コロナウイルス感染症患者の搬送等、消防救急

業務が多様化・複雑化しており、消防体制の充実、高度化及び基盤強化が求められ

ているため、西部６市による広域連携を引き続き比較検討し、射水市として最良の

消防体制の構築に努められたい。 

（２）準公金について、一部会計監査が実施されていない事例が見受けられるので、年

度末等において会計監査を実施し、公明な会計処理とリスクの低減に努められたい。 

（消防本部総務課） 

 


